
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
、
一
四
歳
に
な
っ
た
一
六
三
七
年
か
ら
出
生
地
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
お
い
て
三
年
に
亙
り
外
科
医

（
？
】
）

ギ
ル
ド
長
ク
リ
ス
ト
フ
・
バ
ッ
ヘ
ル
ト
（
ｇ
風
解
○
呂
厩
目
①
耳
）
に
外
科
学
の
基
礎
を
学
び
、
一
六
四
○
年
に
外
科
医
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た
。

（
３
）

彼
が
受
け
た
教
育
の
概
略
は
、
ギ
ル
ド
規
定
に
含
ま
れ
て
い
る
試
験
項
目
か
ら
読
み
取
れ
る
。

カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
元
祖
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
（
８
９
閏

（
１
）

に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
四
一
巻
第
一
号
に
お
い
て
す
で
に
論
じ
た
が
、

の
原
形
の
諸
問
題
を
考
察
し
た
い
。

一一－コ
（
一
）
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
外
科
学
に
関
す
る
知
識

カ
ス
バ
ル
・
シ
ヤ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
カ
ス
バ
ル
流
外
科
（
上
）

首
、
胸
に
つ
い
て

頭
蓋
に
つ
い
て

脳
硬
膜
と
脳
軟
膜
に
つ
い
て

頭
に
つ
い
て

牌
冨
冒
蔚
侭
①
］
，
、
一
六
二
三
～
一
七
○
六
年
）
の
日
本
に
お
け
る
活
動

こ
こ
で
は
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
「
教
え
」
及
び
カ
ス
パ
ル
流
外
科

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
三
号
平
成
七
年
十
一
月
十
一
日
受
付

平
成
八
年
九
月
二
十
日
発
行
平
成
八
年
三
月
七
日
受
理
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一
危
険
な
損
傷
全
般
に
つ
い
て

一
膏
薬
の
効
力
と
作
用
、
性
質
に
つ
い
て

一
膏
薬
の
準
備
と
調
合
に
つ
い
て

一
仕
事
場
の
設
置
と
そ
の
設
備
に
つ
い
て
」

二
○
年
戦
争
で
荒
廃
し
た
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
様
々
な
伝
染
病
が
多
発
し
て
い
る
。
国
際
貿
易
上
の
拠
点
都
市
ラ
イ
プ
チ
ヒ
が

一
止
血
、
飲
み
薬
、

一
滴
血
に
つ
い
て

一
症
状
と
発
作
に
一

一
腹
の
傷
と
内
臓
が

一
肩
と
腰
に
つ
い
て

一
腕
と
足
に
つ
い
て

一
手
足
の
脱
臼
と
棯

一
手
足
の
骨
折
に
つ

一
手
足
の
射
創
に
つ

一
手
足
の
切
り
傷
に

一
関
節
の
負
傷
に
っ

一
傷
口
の
開
き
、
炎

一
腫
れ
た
傷
に
つ
い

一
致
命
傷
に
つ
い
て

傷
口
の
開
き
、
炎
症
に
つ
い
て
、

腫
れ
た
傷
に
つ
い
て

症
状
と
発
作
に
つ
い
て

関
節
の
負
傷
に
つ
い
て

手
足
の
射
創
に
つ
い
て

手
足
の
切
り
傷
に
つ
い
て

手
足
の
脱
臼
と
捻
挫
に
つ
い
て

手
足
の
骨
折
に
つ
い
て

腹
の
傷
と
内
臓
が
射
抜
か
れ
た
傷
に
つ
い
て

粉
に
よ
る
止
血
に
つ
い
て
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二
○
年
代
以
来
払
っ
て
き
た
犠
牲
は
大
き
か
っ
た
。
カ
ス
パ
ル
が
見
習
い
を
始
め
た
一
六
三
七
年
に
は
、
ペ
ス
ト
の
流
行
に
よ
り
市
民
の
二

（
４
）

割
が
死
亡
し
た
。
町
の
経
済
基
盤
が
脆
く
な
る
中
で
、
食
料
品
が
不
足
し
、
さ
ら
な
る
ペ
ス
ト
の
流
行
に
加
え
て
、
一
六
四
○
年
に
は
、
ケ

（
一
ひ
）

Ｉ
ニ
ヒ
ス
マ
ル
ク
員
ｇ
鴨
ョ
四
『
の
ご
将
軍
の
率
い
る
軍
隊
と
の
戦
闘
が
相
次
い
で
い
た
と
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
年
代
記
は
そ
の
当
時
の
悲
惨
な
様

子
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
。
若
き
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
、
射
創
、
切
り
傷
、
突
き
傷
、
骨
折
、
種
々
の
腫
物
及
び
ペ
ス
ト
の
病
状
を
十
分

に
見
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
し
く
な
い
。

「
優
秀
な
成
績
で
」
外
科
医
の
職
人
資
格
を
得
た
カ
ス
パ
ル
は
、
ギ
ル
ド
の
徒
に
従
っ
て
修
行
の
旅
に
出
か
け
た
。
一
七
○
六
年
、
シ
ャ
ム

ベ
ル
ゲ
ル
の
葬
儀
の
時
印
刷
さ
れ
た
「
弔
辞
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
地
名
を
総
合
す
る
と
、
彼
は
中
欧
、
北
欧
を
転
々
と
し
、
最
後
に
ア
ム

（
６
）

ス
テ
ル
ダ
ム
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
。
外
科
医
と
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
に
応
募
し
て
き
た
者
は
、
検
定
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
試
験
内
容
は
、
か
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
ミ
デ
ル
ブ
ル
ッ
ヒ
で
外
科
医
を
勤
め
て
い
た
コ
ル
ネ
ー
リ
ス
・
ヘ
ル
ス
（
９
９
の
房
雨
函
①
『
逗

著
の
「
外
科
学
の
試
験
」
（
国
四
日
の
邑
号
Ｈ
ｇ
旨
胃
哩
①
）
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
西
両
イ
ン
ド
会
社
の
た
め
に
吉
か
れ
た
も
の
で
、
ア
メ
リ

カ
及
び
東
ア
ジ
ア
を
目
指
す
「
若
手
の
外
科
医
」
用
参
考
言
で
あ
っ
た
。
初
版
と
第
二
版
に
は
発
行
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
三
版

は
一
六
四
五
年
の
発
行
に
な
っ
て
い
る
。
発
行
者
は
そ
の
前
書
き
で
、
こ
の
本
を
船
員
や
同
行
者
の
世
話
及
び
健
康
管
理
を
担
当
す
る
「
優

秀
で
知
的
な
外
科
医
」
の
雇
用
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
外
科
学
の
範
囲
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
外
科
医
ギ
ル
ド
規
定
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
が
、
こ
の
著
書
に
よ
っ
て
各
々
の
項
目
の
内
容
と
そ
の
重
要
さ
の
度
合
い
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
る
。

ま
ず
目
に
付
く
の
は
、
本
の
半
分
以
上
を
占
め
る
、
頭
か
ら
足
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
膜
、
筋
、
血
管
、
腱
、
骨
、
体
内
の
臓
器
、
性
器
等
々
、

人
体
に
つ
い
て
の
驚
く
ほ
ど
詳
細
な
解
剖
学
で
あ
る
。
所
々
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
普
耐
鴨
冒
の
〉
冒
昌
①
昌
旨
の
碗
閏
昏
○
冒
吊
な
ど
、
最
新
の

（
戸
Ｉ
）

研
究
が
生
か
さ
れ
て
お
り
、
レ
ベ
ル
は
決
し
て
低
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
た
っ
た
三
○
ペ
ー
ジ
で
終
わ

っ
て
い
る
病
理
学
は
、
四
素
及
び
そ
の
性
質
、
四
体
液
、
こ
れ
ら
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
病
気
の
こ
と
な
ど
含
む

ギ
リ
シ
ャ
・
ガ
レ
ノ
ス
流
の
体
液
病
理
学
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
治
療
現
場
で
活
躍
す
る
外
科
医
の
関
心
は
言
う
ま
で
も
な
く
理
論
よ
り
実
践
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治
療
に
関
す
る
記
述
は
、
腫
物
、
外
傷
、
潰
瘍
、
骨
折
、
脱
臼
、
ペ
ス
ト
の
順
で
、
内
容
も
当
時
の
パ
レ
流
外
科
害
の
多
く
と
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
。
腫
物
に
つ
い
て
は
、
原
因
、
兆
候
、
特
徴
や
個
々
の
段
階
に
お
け
る
そ
れ
に
相
応
す
る
鎮
静
、
散
ら
し
、
促
進
剤
（
膿
薬
）
の
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
外
傷
な
ど
も
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
、
単
純
な
外
傷
か
複
雑
な
外
傷
か
に
よ
っ
て
様
々
な
症
状
、
挫
傷
、
骨
折
、
炎

症
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ヘ
ル
ス
が
挙
げ
て
い
る
お
び
た
だ
し
い
薬
品
の
処
方
は
一
切
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
薬
局
方
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

本
文
全
体
は
巧
み
に
構
成
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
か
ら
次
の
問
い
が
導
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
問
答
書
」

は
試
験
用
の
優
れ
た
復
習
書
で
あ
り
、
同
時
に
実
用
的
な
参
考
書
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
「
外
科
学
の
試
験
」
の
評
判
は
よ
く
、
繰
り
返
し

改
訂
、
増
補
さ
れ
て
い
る
。
一
六
七
六
年
に
は
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
に
お
い
て
ド
イ
ツ
語
版
も
出
て
い
る
。
当
時
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
採
用
し

た
外
科
医
の
平
均
的
な
知
識
に
つ
い
て
知
る
に
は
、
こ
の
著
作
が
最
も
有
力
な
手
掛
か
り
と
な
る
。

（
二
）
「
カ
ス
パ
ル
流
外
科
」
と
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
「
弟
子
」

（
８
）

紅
毛
流
外
科
関
係
の
論
文
、
著
書
の
多
く
で
引
用
さ
れ
て
い
る
「
阿
藺
陀
国
外
科
加
須
波
留
先
生
系
脈
」
に
は
、
猪
股
伝
兵
衛
を
初
め
と

し
て
、
通
圓
向
井
元
升
（
玄
松
）
、
鳥
飼
道
節
、
栗
崎
道
有
、
山
口
寿
斎
、
内
田
藤
左
エ
門
、
堀
意
半
等
々
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
「
弟
子
」

が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
が
、
南
蛮
流
外
科
で
著
名
な
栗
崎
や
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
日
本
を
去
っ
て
数
年
後
に
よ
う
や
く
商
館
長
の
日
誌

に
現
わ
れ
る
向
井
元
升
の
よ
う
な
名
前
ま
で
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
系
譜
の
信
侭
性
に
疑
念
を
起
こ
さ
せ
る
。
ま
た
、
名
称
の

上
で
は
、
「
カ
ス
パ
ル
流
」
は
一
九
世
紀
ま
で
続
い
て
い
た
が
、
後
世
の
医
師
の
外
科
術
の
方
が
元
祖
の
教
え
を
遙
か
に
越
え
て
い
た
。
従
っ

て
、
上
記
の
よ
う
な
系
脈
図
や
家
系
図
は
、
「
カ
ス
パ
ル
流
文
献
」
の
伝
達
史
及
び
人
脈
図
を
示
す
資
料
と
し
て
理
解
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
カ
ス
パ
ル
の
名
前
を
一
種
の
箔
付
け
と
し
て
利
用
し
て
い
る
場
合
も
確
認
さ
れ
る
の
で
、
詳
細
な
調
査
を
抜
き
に
し
て
結
論
は
ま
だ

に
あ
っ
た
。
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後
世
に
文
献
を
残
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
最
も
恵
ま
れ
た
立
場
に
あ
っ
た
の
は
、
出
島
藺
館
の
通
詞
猪
股
伝
兵
衛
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ

（
９
）
（
い
）

語
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
精
通
し
て
い
た
伝
兵
衛
は
、
一
六
四
六
年
の
江
戸
番
通
詞
を
し
て
お
り
、
当
時
の
藺
館
医
マ
タ
イ
ス
・
ク
ラ
ウ
セ

ン
（
冨
呉
目
の
Ｑ
○
房
①
ロ
）
が
非
常
に
よ
い
待
遇
を
う
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
目
付
井
上
政
重
等
の
幕
府
の
高
級
官
吏
が
紅
毛
医
学
に
対
し

（
Ⅱ
）

て
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
れ
た
で
あ
ろ
う
。
一
六
四
九
年
～
五
○
年
、
伝
兵
衛
は
石
橋
庄
助
（
助
左
衛
門
）
と
老
通
詞
西
吉

兵
衛
と
共
に
オ
ラ
ン
ダ
の
使
節
団
の
世
話
を
し
て
い
る
。
一
六
五
○
年
四
月
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
特
使
フ
リ
シ
ウ
ス
一
行
が
長
崎
へ
戻
っ
た

後
も
猪
股
は
バ
イ
レ
フ
ェ
ル
ト
、
ス
ヘ
ー
デ
ル
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
、
ス
ミ
ッ
ト
と
共
に
江
戸
に
残
り
、
同
年
一
○
月
ま
で
様
々
な
患
者
の

治
療
に
当
た
っ
た
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
説
明
、
指
示
、
処
方
等
な
ど
を
通
訳
し
た
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
江
戸
で
得
た
評
判
を
考
え
る
と
、
長
崎
の
両
奉
行
、
大
目
付
井
上
、
治
療
を
受
け
た
稲
葉
美
濃
守
政
則
及
び
井
上
の

侍
医
ト
ー
サ
ク
な
ど
が
、
彼
の
医
術
に
大
い
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
信
瀝
性
の
高
い
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
及

び
「
阿
藺
陀
外
療
集
」
に
基
づ
い
て
宗
田
一
氏
が
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
慶
安
三
年
九
月
及
び
一
○
月
（
一
六
五
○
年
一
○
月
及
び

（
血
）

二
月
）
、
長
崎
の
両
奉
行
に
、
カ
ス
パ
ル
の
治
療
法
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
九
月
の
文
書
は
江
戸
で
、
一
○
月
の
文
書
は
長

（
咽
）

崎
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
外
科
写
本
及
び
元
禄
七
年
二
六
九
四
年
）
の
「
相
伝
一
牒
」
、
享
保
五
年
（
一
七
二
○
年
）
の
「
加
須
波

（
皿
）
（
胴
）
（
肥
）

留
伝
来
記
」
、
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
年
）
の
「
阿
藺
陀
免
許
状
」
及
び
「
阿
藺
陀
縁
起
」
に
も
伝
兵
衛
の
名
が
現
れ
る
の
で
、
カ
ス
パ
ル
流

外
科
の
原
典
と
目
さ
る
慶
安
三
年
の
文
書
の
著
者
は
、
猪
股
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

藺
館
日
誌
に
書
か
れ
た
記
述
が
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
後
任
者
ハ
ン
ス
・
ユ
リ
ア
ー
ン
・
ハ
ン
コ
畠
自
の
旨
『
国
国

出
せ
な
い
。
ま
た
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
滞
在
期
間
、
任
務
内
容
及
び
行
動
上
の
厳
し
い
制
約
を
考
え
る
と
、
本
来
の
意
味
で
の
「
弟
子
」

を
養
成
す
る
こ
と
に
は
到
底
至
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
系
脈
図
に
は
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
直
接

接
触
し
て
い
た
か
、
そ
れ
と
も
当
時
、
関
係
資
料
を
入
手
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
数
名
の
人
物
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

接
触
し
て
い
た
か
、
そ
れ
と
も
当
時
、

猪
股
伝
兵
衛
（
？
～
一
六
六
四
年
）
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函
曽
］
９
８
）
が
一
六
五
六
年
～
五
七
年
に
亙
っ
て
向
井
元
升
に
教
え
た
際
、
病
理
学
、
薬
学
な
ど
の
内
容
及
び
用
語
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
西

（
Ⅳ
）

洋
医
学
関
係
の
も
の
を
翻
訳
す
る
作
業
は
、
非
常
な
困
難
を
伴
い
、
出
島
の
通
詞
は
全
員
息
を
つ
く
暇
も
な
か
っ
た
。
半
年
間
も
江
戸
に
い

て
、
た
っ
た
一
人
の
通
詞
と
し
て
通
訳
を
担
当
し
、
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
た
伝
兵
衛
が
紅
毛
流
医
学
の
伝
達
史
上
挙
げ
た
業
績
は
確
か
に

（
略
）

大
き
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
時
の
商
館
長
の
多
く
は
、
彼
の
こ
と
を
ず
る
が
し
こ
く
て
抜
け
目
の
な
い
人
物
と
評
し
た
。
彼
が
自
分

（
囚
）

の
一
存
で
患
者
を
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
も
と
に
連
れ
て
き
た
の
も
、
恐
ら
く
は
そ
の
こ
と
に
見
返
り
が
約
束
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
卯
）

大
目
付
井
上
と
の
関
係
も
次
第
に
悪
化
し
た
。

猪
股
の
キ
ャ
リ
ア
は
そ
れ
相
応
に
惨
め
な
終
り
を
迎
え
た
。
一
六
五
五
年
の
蘭
館
日
誌
に
よ
れ
ば
、
彼
は
商
売
気
を
出
し
す
ぎ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
通
詞
志
築
孫
兵
衛
と
一
緒
に
猪
股
は
、
幕
府
へ
の
献
上
品
、
珍
品
な
ど
の
全
責
任
者
で
あ
っ
た
井
上
の
目
を
盗
ん
で
、
商

館
長
一
行
が
持
参
し
て
き
た
珍
品
の
残
り
の
一
部
を
江
戸
で
売
り
さ
ば
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
露
見
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
同
種
の
事
件

も
発
覚
し
、
つ
い
に
は
そ
の
こ
と
が
猪
股
の
命
取
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
七
月
二
五
日
猪
股
は
長
崎
奉
行
に
辞
意
を
申
し
出
、
認
め
ら
れ

た
。
あ
ま
り
に
も
急
な
こ
と
で
、
商
館
長
ら
に
別
れ
を
告
げ
る
の
に
、
夏
の
終
わ
り
頃
出
島
が
一
般
住
民
に
開
放
さ
れ
る
取
引
の
日
ま
で
待

恐
ら
く
伝
兵
衛
は
他
の
職
に
は
就
け
な
か
っ
た
た
め
医
師
の
道
を
歩
き
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
六
四
六
年
に
は
す
で
に
参
府
同
行
者
の

一
人
と
し
て
、
そ
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
息
子
伝
四
郎
も
、
通
詞
と
し
て
の
将
来
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
仙
台
に
住
み
着

い
た
分
家
に
は
伝
四
郎
を
祖
と
す
る
家
系
図
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伝
四
郎
は
オ
ラ
ン
ダ
人
カ
ス
パ
ル
の
も
と
で
学
び
、
外
科

（
型
）

医
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
会
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
の
「
紅
毛
外
科
吉
」

（
澱
）

の
始
め
に
は
、
名
医
、
向
井
元
升
の
門
人
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
。

河
、
良
庵
（
一
六
二
九
年
～
一
六
八
七
年
）

次
に
取
り
上
げ
る
べ
き
人
物
は
、
長
崎
在
住
の
若
い
医
師
河
口
良
庵
春
益
で
あ
る
。
河
口
家
の
歴
代
の
医
師
に
つ
い
て
は
す
で
に
川
島
恂

（
伽
）

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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当
時
二
○
歳
の
良
庵
は
一
六
四
九
年
三
月
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
も
と
で
教
え
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
四
人
の
医
師
の
う
ち
の
一
人
で

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
確
た
る
証
拠
は
な
い
。
し
か
し
、
幼
年
時
、
彼
の
父
親
は
平
戸
の
松
浦
家
に
仕
え
て
お
り
、
同
じ
平
戸
で
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
通
詞
を
勤
め
て
い
た
猪
股
を
知
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
伝
兵
衛
か
ら
様
々
な
資
料
を
入
手
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
年
）
に
は
、
河
口
の
門
人
野
田
房
頼
、
良
庵
よ
り
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
免
状
を
受
け
河
口
家
の
養
子
、
河
口
良
閑
と

な
る
。
そ
の
免
状
と
と
も
に
、
「
阿
藺
陀
流
縁
起
」
の
一
巻
も
現
在
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
事
件
や
フ
リ
シ

ウ
ス
の
使
節
団
の
こ
と
や
、
江
戸
で
の
砲
兵
ス
ヘ
ー
デ
ル
及
び
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
良

（
鰯
）

庵
が
カ
ス
パ
ル
が
来
日
し
た
慶
安
二
年
の
出
来
事
に
つ
い
て
事
細
に
知
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

六
○
年
代
後
半
頃
、
河
口
は
長
崎
を
離
れ
、
京
都
に
移
住
し
た
。
お
そ
ら
く
彼
は
宮
廷
に
職
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
川
島
恂

二
に
よ
る
と
、
中
国
系
の
妻
を
持
ち
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
と
い
う
噂
が
か
な
り
の
妨
げ
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
に
紹
介
さ

れ
た
京
都
の
岸
本
家
の
家
系
譜
に
よ
れ
ば
、
河
口
に
は
京
都
滞
在
中
に
、
小
野
氏
友
庵
良
悦
及
び
三
牧
宗
庵
と
い
う
弟
子
が
い
た
。
ま
た
、

（
郷
）

そ
の
二
年
後
に
は
、
岸
本
宗
圓
政
時
（
前
田
助
左
衛
門
）
が
こ
の
二
人
か
ら
医
術
を
学
ん
で
い
る
。
小
野
は
後
に
宮
崎
と
名
乗
り
、
越
前
大
野

（
”
）

に
移
り
、
土
井
支
藩
に
仕
官
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
宮
崎
家
所
蔵
の
「
免
許
皆
伝
」
中
に
も
、
享
保
五
年
二
七
二
○
年
）
付
の
「
加
須

（
兜
）

波
留
伝
来
記
」
と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
る
。

（
弱
）

河
口
と
の
関
係
を
記
し
た
家
系
譜
の
他
に
、
岸
本
家
に
は
「
賀
須
波
留
十
七
方
」
（
一
帳
）
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
文
献
の
信
憩
性
に
つ

い
て
は
上
記
の
「
加
須
波
留
伝
来
記
」
が
証
明
し
て
い
る
。
両
文
献
に
は
慶
安
二
○
年
二
六
四
三
年
）
に
起
き
た
ブ
レ
ス
ヶ
ン
ス
号
事
件
と

一
六
四
九
年
の
オ
ラ
ン
ダ
代
表
団
の
来
朝
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
迦
毘
端
梵
論
胡
須
」
（
ン
。
ｇ
昌
○
ぐ
自
即
○
月
喜
○
『
胃
）
、
「
外
科
加
須

（
抑
）

波
留
」
及
び
「
石
火
箭
箭
利
耶
牟
」
（
旨
１
曽
訪
目
８
匹
）
等
の
名
前
も
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
個
々
の
事
件
の
日
付
に
関
し
て
も
こ
れ
ら
の

文
書
の
著
者
た
ち
は
、
「
蘭
学
事
始
」
の
冒
頭
で
カ
ス
パ
ル
流
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
杉
田
玄
白
よ
り
も
は
る
か
に
正
確
に
記
述
し
て
お
り
、

（
割
）

二
氏
が
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
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（
郡
）

さ
ら
に
、
西
洋
医
学
関
係
の
資
料
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
大
目
付
井
上
政
重
の
侍
医
ト
ー
サ
ク
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

（
諏
）

ら
、
明
暦
の
大
火
に
よ
り
、
井
上
の
両
邸
と
と
も
に
そ
の
文
書
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
残
っ
て
い
る
カ
ス
パ
ル

流
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
長
崎
に
住
ん
で
い
た
猪
俣
伝
兵
衛
、
河
口
良
庵
及
び
西
玄
甫
に
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

西
玄
甫
（
吉
兵
衛
）
の
名
は
、
カ
ス
パ
ル
系
譜
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
彼
は
す
で
に
沢
野
忠
庵
の
元
で
南
蛮
医
学
を
学
ん
で
い
た
よ
う
で

あ
り
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
を
無
視
し
た
と
は
思
え
な
い
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
彼
は
特
使
フ
リ
シ
ウ
ス
の
通
詞
を
勤
め
て
い

（
洲
）

た
父
親
西
吉
兵
衛
と
共
に
江
戸
参
府
に
同
行
が
許
さ
れ
て
い
る
。
西
玄
甫
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
毎
日
患
者
に
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
や
、
大

目
付
な
ど
の
高
官
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
聞
き
し
て
い
た
。
「
西
流
」
の
写
本
が
示
す
よ
う
に
、
西
玄
甫
の
手
元
に
は
シ
ャ
ム

先
妻
と
の
間
に
産
ま
れ
た
長
女
於
蝶
が
伊
予
大
洲
城
下
の
徳
正
寺
に
嫁
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
河
口
は
一
六
七
○
年
頃
大
洲
へ

移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
か
っ
て
河
口
の
門
弟
で
あ
っ
た
鎌
田
良
球
政
信
が
住
ん
で
お
り
、
師
弟
関
係
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
洲
で
彼
は
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
や
そ
の
後
任
者
た
ち
の
西
洋
医
術
と
中
国
医
学
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
、
体
系
的

（
蛇
）
（
粥
）

に
構
成
さ
れ
て
い
る
「
外
科
要
決
全
書
」
（
一
六
七
○
年
）
を
ま
と
め
た
。
五
九
歳
の
良
庵
は
貞
享
四
年
二
月
六
日
大
洲
で
残
し
た
。

か
つ
て
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
指
導
を
直
接
受
け
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
河
口
良
庵
は
、
出
島
商
館
か
ら
の
情
報
を
熱
心
に
集
め

（
鈍
）

た
り
勉
強
し
た
り
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
長
崎
で
一
六
六
六
年
に
ま
と
め
上
げ
た
六
○
○
語
以
上
か
ら
成
る
「
阿
藺
陀
語
」
と
い
う
語
彙
集
、

（
弱
）

ま
た
大
洲
で
編
纂
し
た
「
諸
薬
口
和
」
も
そ
の
意
欲
を
裏
付
け
て
い
る
。
京
都
と
大
洲
に
移
り
住
ん
だ
た
め
に
、
彼
の
資
料
が
幾
重
に
も
写
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
宮
崎
、
小
野
、
岸
本
な
ど
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
初
期
紅
毛
流
医
術
が
短
期
間
に
国
中
に
広

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
写
本
の
内
容
か
ら
み
て
も
伝
達
史
か
ら
み
て
も
こ
の
河
口
系
脈
こ
そ
が
最
も
明
確
な
も
の
で
あ
る
。

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
そ

侍
医
ト
ー
サ
ク
（
？
～
一
六
五
四
年
）

念
虹
）

こ
の
点
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

西
玄
甫
（
？
～
一
六
八
四
年
）
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日
本
人
に
対
す
る
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
教
え
を
直
接
に
伝
え
て
く
れ
る
原
典
が
残
存
し
な
い
た
め
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
本
来
の
も
の
が

ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
。
こ
れ
ま
で
に
関
場
不
二
彦
、
富
士
川
瀞
及
び
古
賀
十
二
郎
が
幾
つ
か
の
文

（
洲
）

書
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
由
来
、
信
葱
性
、
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
深
く
踏
み
込
ん
だ
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
抑
）

そ
れ
ら
に
は
後
世
の
資
料
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
少
な
く
な
い
。
従
っ
て
、
「
カ
ス
パ
ル
流
」
と
思
わ
れ
る
様
々
な
写
本
に
お
け
る

人
名
、
日
付
、
用
語
の
特
徴
、
内
容
上
の
共
通
点
等
な
ど
を
考
察
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
原
典
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
方
法
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
・

カ
ス
パ
ル
流
医
書
を
探
す
う
ち
に
、
『
日
本
国
書
総
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
加
え
て
個
人
所
有
の
写
本
が
数
多
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
所
在
の
確
認
に
も
ア
ク
セ
ス
に
も
制
約
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
後
と
も
下
記
の
資
料
以
外
の

も
の
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
な
か
で
、
宗
田
一
氏
が
一
九
八
○
年
に
紹
介
し
た
「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
は
各
種
の
カ
ス
パ
ル
流
医
書
を
あ
る

程
度
整
理
す
る
上
で
最
も
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
写
本
の
前
書
き
に
は
、
寛
永
二
○
年
の
陸

奥
国
南
部
で
起
き
た
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
事
件
、
当
時
の
商
館
長
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
の
活
動
、
慶
安
二
年
の
ブ
ロ
ゥ
ク
ホ
ル
ス
ト
一
行
の
到
着
、

「
火
矢
打
ユ
リ
ャ
ン
」
と
「
外
科
カ
ス
ハ
ル
」
の
長
い
江
戸
滞
在
、
九
月
一
八
日
江
戸
を
出
立
、
一
○
月
朔
日
大
阪
着
、
続
く
同
一
三
日
長

崎
着
、
翌
年
九
月
二
○
日
付
の
出
港
な
ど
、
こ
の
文
献
の
信
瀝
性
を
裏
付
け
る
極
め
て
具
体
的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
阿
藺
陀
外

科
医
方
秘
伝
」
の
最
後
に
は
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

「
右
此
書
物
者
阿
蘭
陀
外
科
メ
ス
テ
ル
カ
ス
ハ
ル
入
津
ノ
時
江
戸
江
罷
下
諸
大
名
衆
御
療
治
無
比
類
手
柄
多
依
有
是
長
崎
御
奉
行
馬
場

ヘ
ル
ゲ
ル
関
係
の
資
料
が
あ
っ
た
。

（
三
）
カ
ス
パ
ル
流
医
書
の
諸
問
題
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日
付
は
一
六
五
○
年
二
月
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
時
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
新
任
商
館
長
ス
テ
ル
テ
ミ
ウ
ス
と
共
に
長
崎
か
ら
再
び

江
戸
へ
発
と
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
七
の
軟
膏
薬
の
処
方
の
名
称
、
順
番
、
成
分
の
量
が
上
記
の
「
阿
藺
陀
外
科
医

方
秘
伝
」
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
宗
田
は
、
お
そ
ら
く
一
六
五
○
年
に
長
崎
在
勤
中
の
奉
行
山
崎
権
八
郎
の
た

め
に
、
も
う
一
冊
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
説
明
し
て
い
る
。

様
々
な
カ
ス
パ
ル
流
医
書
を
点
検
す
る
う
ち
、
同
じ
時
期
の
も
う
一
つ
の
文
献
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
こ
れ
は
京
都
大
学
に
あ
る

（
州
）

「
紅
毛
外
科
書
」
で
あ
り
、
「
西
先
生
家
秘
膏
薬
方
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
西
流
外
科
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
軟
膏

（
幅
）

薬
の
「
十
七
方
」
の
最
後
に
日
付
及
び
猪
股
伝
兵
衛
の
名
が
見
ら
れ
る
。

「
右
紅
毛
外
科
メ
ス
テ
ル
カ
ス
ハ
ル
ロ
伝
ノ
通
編
一
冊
指
上
申
候

衛
門
で
あ
ろ
う
。

こ
の
日
付
は
バ
ィ
レ
フ
ェ
ル
ト
、
ス
ヘ
ー
デ
ル
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
、
ス
ミ
ッ
ト
が
一
○
ヶ
月
間
に
亙
る
江
戸
滞
在
を
終
え
た
一
六
五
○

（
狸
）

年
一
○
月
に
当
た
る
。
当
時
、
砲
術
士
ス
ヘ
ー
デ
ル
の
「
攻
城
法
」
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
は
以
前
か
ら
あ
る
が
、
上
記
の
記
述
か
ら
、

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
医
療
活
動
を
ま
と
め
た
報
告
書
も
存
在
し
た
と
、
宗
田
は
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
を
依
頼
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
西
洋

技
術
や
医
学
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
大
目
付
井
上
政
重
で
あ
り
、
著
者
に
そ
れ
を
命
じ
た
の
は
江
戸
勤
務
中
の
長
崎
奉
行
馬
場
三
郎
左

い
ブ
Ｑ
Ｏ 以
前
関
場
不
二
彦
が
論
じ
た
河
口
良
庵
に
遡
る
「
阿
蘭
陀
外
療
集
」
の
第
六
巻
に
あ
る
膏
薬
の
一
七
方
の
終
わ
り
に
次
の
記
述
が
載
っ
て

（
州
）

慶
安
三
年
庚
寅
十
月
日
」

「
右
十
七
方
阿
藺
陀
外
科
女
須
戸
呂
加
津
春
口
伝
之
通
一
編
一
二
冊
指
上
申
候

（
判
）

干
時
慶
安
三
年
寅
九
月
日
」

三
郎
左
衛
門
殿
因
仰
編
一
冊
指
上
申
書
物
之
写
也
予
求
得
之
錐
秘
蔵
深
依
為
執
心
免
赦
之
者
也
直
子
之
外
相
伝
有
間
敷
者
也
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「
辛
卯
年
十
月
七
日
」
は
西
暦
の
一
六
五
一
年
二
月
一
九
日
に
当
た
り
、
恐
ら
く
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
同
年
二
月
一
日
に
バ
タ
ヴ
ィ
ァ

ヘ
旅
立
っ
た
直
後
、
猪
股
が
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
日
本
滞
在
の
二
年
間
に
集
め
た
記
述
を
再
考
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
姉
）

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
を
当
時
の
他
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
多
く
の
共
通
部
分
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
南
蛮
流
の

医
書
と
さ
れ
て
い
る
元
禄
六
年
刊
行
の
『
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」
に
も
そ
れ
の
ほ
と
ん
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
注
目
に
値
す
る
。

（
岬
）

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
が
慶
安
三
年
九
月
に
編
集
さ
れ
た
報
告
の
原
形
に
最
も
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
（
図
一
）
。
「
阿
藺
陀
薬
」
に
つ

い
て
の
記
述
は
同
年
一
○
月
長
崎
で
改
め
て
提
出
さ
れ
た
文
言
に
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
河
口
良
庵
に
拠
る
「
阿
藺
陀
外
療
集
」
及
び
華
岡

塾
へ
伝
わ
っ
た
「
阿
藺
陀
加
須
波
留
伝
膏
薬
方
」
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
特
に
河
口
良
庵
と
西
玄
甫
に
遡
る
文
言
の
中
に
は

上
述
の
害
か
ら
の
重
要
な
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
カ
ス
パ
ル
流
医
書
の
伝
播
に
は
少
な
く
と
も
三
本
の
流
れ
が
あ
っ
た
の
で

（
媚
）

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
図
一
一
）
。
江
戸
の
報
告
書
は
こ
れ
ま
で
分
か
っ
た
限
り
で
は
二
冊
の
吾
の
み
に
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
こ

れ
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
日
本
を
離
れ
て
六
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
数
多
く
の
重
要
な
文
書
が
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
明
暦
の
大
火
が
原

因
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
カ
ス
パ
ル
の
「
十
七
方
」
を
含
む
害
は
数
多
く
見
つ
か
っ
た
が
、
「
十
七
方
」
以
外
に
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
痕

跡
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
上
記
の
三
グ
ル
ー
プ
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
狭
義
の
カ
ス
パ
ル
流
医
書
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
広
が
り
を
み
る
と
、
当
時
こ
の
膏
薬
方
が
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
理
論
」
に
関
し
て
は
従
来
通
り
の
東
洋

医
学
の
病
理
学
が
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
「
教
え
」
の
重
要
な
部
分
は
元
禄
九
年
刊
行
の
「
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
大
い
に
注
目
さ
れ

る
。
幾
つ
か
の
の
膏
薬
に
は
出
典
と
し
て
カ
ス
パ
ル
の
名
が
付
い
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
章
は
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
か
ら
切
り
放
さ
れ
た
形
で

の
方
が
、
多
く
の
読
者
に
よ
り
た
易
く
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
金
瘡
に
つ
い
て
の
記
述
の
み
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
長
崎
在

（
⑲
）

住
の
中
村
宗
興
の
手
に
入
り
、
貞
亨
元
年
刊
行
の
「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
』
に
「
金
瘡
治
要
」
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

干
卯
年
十
月
七
日
猪
股
伝
兵
衛
」
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事殿衆司守足司
些御療井殿ノ水

阿
蘭
陀
薬

金
瘡

熱
寒
風
疾
見
様

カ
ス
ハ
ル
十
七
方
（
煉
還

カ
ス
ハ
ル
十
七
方
厩
略
）

腫
物

外
科
総
論

図

戸
中
納
言
様
小

療
治
」
、
「
稲
葉
美

筋
痛
ノ
時
療
治
」

上
筑
後
守
様
坊

治
」
、
「
井
上
筑
後

用
被
召
上
薬
物
之守主、濃性

「
阿
帥
陀
外
科

需
方
秘
伝
」
（
一

六
五
○
年
）

（
写
本
、
故
佐

藤
氏
蔵
）○ ○

戸

し
（
）(_）

h

療一，
集阿
L一一

IMi

陀

外

（
写
本
、
慶
応

義
塾
大
学
）

○ ○ r~） 、
ノ
一
一
〆
、

/

〕(_）

「
阿

科
書
八
年
） （

写
本
、
杏

雨
書
屋
）剛
陀
外

」
二
六
五

○ ○ ○× ○ ○し

「
紅
毛
外
科

聿
日
」
（
一
一
ハ
五
一

年
）

（
写
本
、
京

都
大
学
）○ ○× ○ r、

Lノ
× （） （

ー

八科一司
笙番阿

（
写
本
、
慶
応

義
塾
大
学
）

Lー一

へ|蜘

六陀
五外

／一、

（ノ ○ ／一、
lノ ○×

／一

〔ノ

九科弓

阿
醐

指
南
』

六
年
）

○ ’○
〆

○ C ○×

陀
外

（
一
一
ハ
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江
戸
に
お
い
て
通
詞
猪
股
伝
兵

衛
が
長
崎
奉
行
馬
場
三
郎
左
衛

門
の
た
め
報
告
書
を
提
出
す

る
。「

阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
（
故
佐

藤
氏
）
、
「
阿
剛
陀
加
須
波
留
秘
方
」

（
成
川
）

図

二二

一
六
五
○
年
十
月

Ａ
（
江
戸
）

戸

長
崎
に
お
い
て
通
詞
猪
股
伝
兵

衛
が
長
崎
奉
行
山
崎
権
八
郎
に

報
告
書
を
提
出
す
る
。
そ
れ
は

Ａ
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。

「
外
科
要
訣
」
（
河
口
家
）
、
「
阿
蘭
陀

外
療
集
」
（
腿
大
）
、
「
カ
ス
パ
ル
伝

方
」
（
京
大
）
、
「
阿
蘭
陀
外
科
害
」
（
杏

雨
）
、
「
阿
蘭
陀
外
科
耆
」
慶
大
）
、

「
阿
蘭
陀
外
科
耆
」
（
九
大
）
、
「
外
科

加
須
波
留
方
」
（
慶
大
）
、
「
阿
藺
陀
流

伝
授
本
」
（
宗
、
氏
）
、
「
阿
蘭
陀
外
科

一
流
書
」
（
宗
、
氏
）
、
「
阿
蘭
陀
外
療

秘
伝
」
慶
大
）
、
「
阿
曲
陀
流
外
治
」

（
慶
大
）
、
「
紅
毛
外
科
」
（
慶
大
）

一
六
五
○
年
一
一
月

Ｂ
（
長
崎
）

↑
》

河
口
良
庵

通
詞
猪
股
伝
兵
衛
に
よ
る
文

書
。
Ａ
・
Ｂ
の
写
し
か
改
訂
か
。

「
阿
蘭
陀
十
七
方
」
（
京
大
）
、
「
阿
蘭

陀
外
科
」
（
京
大
）
、
「
阿
側
陀
外
科

書
」
慶
大
）
、
「
阿
蘭
陀
外
科
集
」
（
京

部
、
和
田
氏
）
、
「
阿
醐
陀
南
蛮
口
一

切
和
」
（
京
大
）

一
六
五
一
年
二
月

Ｃ
（
長
崎
）

↑

西
玄
甫

由
来
の
断
定
で
き
な
い
カ
ス
パ

ル
流
文
書

「
阿
蘭
陀
流
外
科
」
（
京
大
）
、
「
阿
曲

陀
流
外
科
書
」
（
京
大
）
、
「
阿
剛
陀
加

須
波
留
秘
密
之
方
」
（
宗
田
氏
）
、
「
阿

蘭
陀
流
外
科
耆
伝
」
（
慶
大
）
、
「
阿
蘭

陀
外
療
秘
伝
」
（
慶
大
）
、
「
紅
毛
膏

液
」
（
東
大
）

，
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「
血
ノ
上
澄
薄
血
」
、
「
血
ノ
ヲ
リ
」
、
「
血
ノ
内
二
有
水
」
と
い
う
片
仮
名
表
記
の
用
語
に
付
け
加
え
ら
れ
た
説
明
か
ら
み
て
も
、
異
質
の
理

論
に
接
す
る
際
の
問
題
が
窺
え
る
。
体
液
論
の
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
各
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
翻
訳
も
無
理
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
受
容
者
側
の
こ
う
い
っ
た
多
大
な
困
難
に
加
え
て
、
そ
れ
を
伝
え
る
側
の
理
髪
外
科
医
の

解
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
（
図
三
）
。

血
ナ
リ
ウ
ス
キ
血
也
血
水
也

．
夫
人
間
之
五
燈
ニ
ウ
モ
ル
ト
云
血
ノ
名
四
ッ
有
一
ツ
ニ
ハ
サ
ン
キ
ニ
ッ
ニ
ハ
コ
レ
ラ
三
ツ
ニ
ハ
ヘ
レ
マ
四
ツ
ニ
ハ
マ
レ
ン
コ
ン
ャ

ウ
ワ
ス
ミ

右
四
色
之
サ
ン
キ
ト
云
ハ
血
ノ
事
也
コ
レ
ラ
卜
云
ハ
血
ノ
上
澄
薄
血
也
へ
レ
マ
ト
云
ハ
血
ノ
内
二
有
水
也
マ
レ
ン
コ
ン
ャ
ト
云
ハ
血
ノ
ヲ

リ
也
右
ヲ
地
水
火
風
ノ
性
卜
云
也
サ
ン
キ
ト
云
血
ノ
性
ハ
熱
ニ
シ
テ
渥
也
コ
レ
ラ
ト
云
血
ノ
ウ
ハ
ス
ミ
ノ
性
ハ
熱
ニ
シ
テ
燥
也
へ
レ
マ
ト

云
血
ノ
水
ノ
性
ハ
寒
一
一
シ
テ
渥
也
マ
レ
ン
コ
ン
ヤ
ト
云
血
ノ
ヲ
リ
ハ
性
ハ
寒
ニ
シ
テ
燥
也
然
二
右
四
色
ノ
血
何
モ
五
鰐
一
一
相
應
ス
ル
時
ハ

ヲ
ト
ロ
（
別
）

無
病
大
過
不
及
有
時
ハ
諸
病
モ
發
瘡
腫
物
モ
出
来
ル
也
右
四
色
ヲ
損
傷
モ
ノ
ハ
風
寒
暑
混
飲
食
或
ハ
淫
事
過
シ
テ
腎
水
衰
へ
心
火
タ
カ
ブ

（
腿
）

リ
或
ハ
金
瘡
打
身
或
ハ
遠
行
ナ
ト
シ
テ
血
ヲ
コ
タ
リ
気
血
不
和
合
シ
テ
必
発
ル
其
源
ヲ
能
問
明
可
療
治
也
」

グ
レ
コ
・
ガ
レ
ノ
ス
風
の
体
液
病
理
学
は
一
目
で
そ
れ
を
分
か
る
ほ
ど
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
四
つ
の
体
液
や
そ
の
基
本
的
性
質
、

体
内
で
の
こ
れ
ら
の
正
常
混
合
（
国
胃
固
の
）
、
ま
た
病
気
の
原
因
と
な
る
異
常
混
合
ｅ
湧
貢
四
の
近
、
生
来
の
温
か
さ
（
９
局
匡
冒
冒
呂
白
冒
）

な
ど
、
も
っ
と
も
重
要
な
術
語
も
確
認
で
き
る
が
、
当
時
の
著
者
や
読
者
が
こ
の
文
章
を
西
洋
伝
統
医
学
の
知
識
を
も
つ
我
々
と
同
様
に
理

多
く
の
カ
ス
パ
ル
流
文
書
の
巻
頭
に
皿

り
、
雑
然
と
し
た
形
式
を
示
し
て
い
る
。

続
い
て
上
記
の
写
本
に
見
ら
れ
る
カ
ス
パ
ル
流
外
科
学
の
概
要
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

体
液
炳
叫
学

（
四
）
カ
ス
パ
ル
流
「
外
科
学
」

（
側
）
（
帥
）

ハ
ル
流
文
書
の
巻
頭
に
は
、
単
純
な
病
理
学
の
概
略
が
見
ら
れ
、
「
阿
蘭
陀
医
方
秘
伝
」
は
か
な
り
初
期
の
様
々
な
追
加
に
よ
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方
も
病
理
学
に
関
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
た
養
成
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
や
一

七
世
紀
後
半
の
彼
の
後
継
者
の
多
く
は
体
液
な
ど
に
つ
い
て
の
細
か
な
知
識
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
あ
る
医
書
に
基
づ
い
て
説
明
で

き
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
結
局
、
彼
ら
が
消
極
的
で
あ
っ
た
た
め
、
紅
毛
人
か
ら
医
術
を
学
ぶ
日
本
人
の
方
も
こ
の
や
や

こ
し
い
問
題
の
解
明
に
あ
ら
た
な
努
力
を
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
七
世
紀
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
パ
レ
流
外
科
書
は
腫
物
を
「
単
純
な
腫
物
」
と
、
「
複
合
腫
物
」
と
大
き
く
二
種
類
に
分
け
て
い
た
。

第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
四
種
は
そ
れ
ぞ
れ
が
四
種
の
体
液
の
う
ち
の
一
種
の
過
剰
を
そ
の
原
因
と
し
て
い
た
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
も
体

液
の
異
常
混
合
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
場
合
、
他
の
原
因
も
加
わ
っ
て
、
多
少
複
雑
な
混
合
形
に
な
っ
て
い
る
。
概
念
上
は

（
詔
）

も
っ
と
も
体
系
化
の
進
ん
で
い
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ヘ
ル
ル
ス
な
ど
の
理
髪
外
科
医
の
た
め
の
言
物
に
も
見
ら
れ
る
（
図
四
）
。

「
熱
寒
風
痕
見
様
」

（
原
文
で
の
名
称
）

サ
ン
キ

ウ
モ
ル

コ
レ
ー
フ

マ
レ
ン
コ
ン
ヤ

ヘ
レ
マ

図

三

血血
ノ
ヲ
リ

上
澄
薄
血

血
ノ
内
二
有
水

当
時
の
解
釈
）

、
一
月
）
一
①
崗
四
（
ラ
）
、
。
。
一
①
目
．
四
（
抑
ホ
）

［
〕
｝
］
一
①
”
弓
〕
四
（
ラ
）
、
｛
一
の
一
‐
自
己
四
（
ポ
）

］
ゴ
の
一
四
二
○
一
〕
○
国
“
（
ラ
）
、
一
コ
①
一
四
国
、
○
一
］
四
（
栂
ホ
）

め
画
再
〕
ね
匡
騎
（
ラ
）
、
め
四
一
］
ね
一
』
の
（
ポ
）

（
語
源
。
ラ
Ⅱ
ラ
テ
ン
語
、
ポ
Ⅱ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）

可
匡
胃
己
（
）
局
（
ラ
）
、
｝
戸
』
昌
冒
ｑ
Ｒ
．
（
辛
坐

（
現
代
の
訳
語
）

体
液

粘
液

黄
胆
汁

黒
胆
汁

皿
液

/F戸､
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「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
カ
ス
パ
ル
流
分
類
」
は
こ
れ
と
の
類
似
性
を
示
し
て
い
る
。
最
初
の
三
種
の
腫
物
は
確
か

に
上
記
の
基
本
的
な
「
体
液
」
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
ヘ
ン
テ
」
、
即
ち
「
風
気
」
に
よ
る
四
種
目
の
腫
物
は
「
水
気
性
の
体
液
」

（
冒
日
。
『
画
昌
一
○
の
匡
の
）
と
「
風
気
性
の
体
液
」
（
自
白
○
塁
目
一
○
の
巨
砂
）
と
い
う
性
質
上
の
分
類
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
パ
レ
ニ
五
一

○
～
一
五
九
○
年
）
は
体
液
の
「
水
気
性
」
と
「
風
気
性
」
を
基
本
的
な
観
点
と
見
な
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
同
時
代
の
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ

ス
・
ア
ブ
・
ァ
ク
ワ
ペ
ン
デ
ン
テ
（
園
９
口
こ
め
鼻
）
少
昌
目
①
且
①
貝
①
、
一
五
四
七
～
一
六
一
九
年
）
や
中
世
の
ギ
ー
・
デ
・
シ
ョ
ー
リ
ア
ッ
ク

（
⑦
昌
号
Ｑ
国
昌
国
の
、
一
三
○
○
～
一
三
七
○
年
）
の
よ
う
な
研
究
家
は
、
「
水
気
性
の
腫
物
」
と
「
風
気
性
の
腫
物
」
を
上
記
の
四
体
液
に
よ

言
①
冨
月
言
）
言
（
黒
胆
液
）

Ｑ
５
行
国
（
胆
液
）

甸
巨
侶
国
国
（
粘
液
）

の
曾
侭
昌
砂
（
血
液
）

原
因
に
な
る
体
液

図
四

肖
貝
昌
吊
（
寒
）

閏
１
少
０
曲

Ｏ
ｇ
ｇ
国
（
寒
）

閃
ご
耐
一
つ
①
訂
、
（
吋
熱
）

で
臣
⑦
垣
ご
○
弓
（
一
熱
）

腫
物
の
基
本
的
な
型

ｍ
Ｑ
ｑ
苛
巨
の
①
×
ぬ
昌
少
○
巴
局
の
鼻
両
房
昌
国
再
再
国
の
耐
．
戸
畠
く
貝
国
の
Ｑ
ｍ

閂
足

、
画
く
こ
め
）
、
国
弓
日
一
届
》
く
四
国
×
↓
三
○
【
ロ
ゴ
①
四
目
四
国
里
巴
ご
画

炉

帛
当
の
ご
’
三
四
四
Ｃ
匡
○
の
画
弩
吊
由
①
．
〕
］
口
ぐ
①
。
庁
○
館
》
》
串
自
望
Ｑ
『
○
○
①
一
ゆ

弓
朋
巨
己
（
）
〉
シ
ｍ
ｇ
５
の
》
弓
ヨ
己
四
目
肘
の
》
月
旬
一
」
の
○
つ
三
①
胸
ョ
閏
一
四

ｍ
ｇ
○
三
Ｅ
旨
い
シ
垂
吊
８
日
Ｐ
聾
の
胃
ｇ
〕
国
冒
堅
房
９
瓦
＄
．

（
笛
邑
哩
さ
国
》
ｚ
ｏ
Ｑ
こ
い
⑳
ｇ
ｏ
三
昌
冨
里
ｏ

し

国
曾
己
①
の
日
匿
曽
’
耐
〕
同
異
言
（
）
日
ｇ
５
の
①
ｘ
ｏ
の
Ｑ
囚
吊
．
甸
自
，
目
局
伊

胃
ご
己
①
庁
肩
ｐ
両
閣
閏
昌
彦
四
己
Ｐ
①
庁
。

帛
〕
｝
〕
く
い
①
洋
二
匡
禺
戸
弔
宮
冒
ご
伊

シ
ョ
ご
画
×
〕
○
亘
詳
巴
目
園
》

因
習
ご
ロ
〕
Ｑ
〕
Ｐ
ゆ
で
写
四
○
堅
少

下
位
分
類

＆
、

甸
匡
冒
冒
の
Ｅ
こ
い
○
四
ユ
旨
冒
○
三
こ
め
、

ヨ

リＵ
旨
１
国
』
旨
彦
の
》
国
こ
す
Ｐ
⑦
豊
〕
ぬ
胃
，
Ｑ
旨

く
①
詩
○
・
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（
別
）

る
腫
物
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

次
に
も
三
偲
冒
○
月
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
を
挙
げ
る
。

ヘ
イ
ヒ
リ
ト
云
テ
熱
ノ
事
也
サ
ン
キ
ト
云
血
ョ
リ
発
ル

コ
熱
湿
ョ
リ
生
ル
腫
物
ハ
色
赤
シ
テ
甚
痛
強
シ
療
治
二
日
先
初
テ
発
時
ハ
押
薬
ヲ
付
テ
良
押
薬
ノ
性
ハ
寒
燥
ニ
シ
テ
シ
ム
ル
性
ノ
薬

付
ョ
其
子
細
ハ
寒
ノ
以
テ
熱
ヲ
サ
マ
シ
熱
ノ
ウ
モ
ル
ヲ
押
留
燥
ヲ
以
テ
身
ヲ
強
渥
ヲ
燥
シ
サ
テ
シ
ム
ル
性
一
一
テ
惣
テ
血
ノ
ョ
ラ
ス
ャ
ウ

熱
ノ
腫
物
押
薬

野
イ
バ
ラ
ノ
油
コ
マ
ヒ
キ
グ
サ
ノ
花
ア
フ
ラ

ー
ヲ
、
リ
ョ
ロ
サ
ア
ト
一
ヲ
、
リ
ョ
ヒ
ョ
ウ
ラ
ス

小
茄
子
ノ
ミ
ア
フ
ラ
太
タ
ブ
ト
モ
云
翁
）

一
ヲ
、
リ
ョ
ソ
レ
ト
ロ
ン
一
ヲ
、
リ
ョ
ロ
ウ
リ
イ
ニ

黒
シ
、
ノ
ミ
ノ
油
品
）

右
四
味
温
テ
塗
付
其
上
ニ
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
テ
ヘ
ン
シ
イ
フ
ン
ヲ
モ
メ
ン
二
伸
テ
打
其
上
ヲ
巻
テ
置
ナ
リ
一
日
二
二
度
宛
付
替
ル
若
不
散

時
ワ
熱
寒
等
分
二
合
付
く
シ
タ
ト
エ
バ

ー
ヲ
、
リ
ョ
ロ
サ
ア
ト
一
ヲ
、
リ
ョ
ヒ
ョ
ウ
ラ
ス

一
ヲ
、
リ
ヨ
ソ
ラ
ト
ロ
ン
一
ヲ
、
リ
ョ
ロ
ウ
リ
イ
ニ

野
菊
花
ア
フ
ラ
ヤ
シ
ホ
扇
）

一
ヲ
、
リ
ヨ
カ
モ
メ
リ
一
ヲ
、
リ
ョ
カ
ラ
ア
ブ

（
銘
）

右
六
色
等
分
二
合
セ
温
塗
付
テ
其
上
ニ
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
テ
ヘ
ン
シ
イ
フ
ン
ニ
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
テ
ャ
キ
ロ
ン
ヲ
等
分
二
合
木
綿
二
伸
テ
付

其
上
ヲ
巻
テ
置
ナ
リ
是
ニ
テ
散
力
膿
カ
ヲ
見
ル
ー
散
サ
ウ
成
時
ハ
散
薬
付
テ
散
シ
膿
サ
ウ
成
時
ハ
膿
薬
ヲ
付
テ
膿
セ
針
ヲ
刺
ベ
シ
針
目

（
鋤
）
（
鈍
）

ニ
メ
イ
チ
ャ
ヲ
指
入
蓋
ニ
ヱ
ン
フ
ラ
ス
ト
ム
ズ
ラ
キ
ニ
ブ
ス
ヲ
打
也
メ
イ
チ
ヤ
ニ
ハ
イ
ン
リ
ヱ
ン
ト
ア
ボ
ス
ト
ロ
ウ
ル
ン
ヲ
ヌ
リ
付
テ

ニ
ス
ル
也
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風
気
ョ
リ
生
ル
腫
物
之
事
冷
ダ
ル

次
第
に
温
解
行
時
廻
り
温
り
少
キ

時
風
邪
一
一
ア
テ
ラ
レ
腫
物
卜
成
其

シ
ル
シ
ハ
腫
上
り
色
ハ
白
ク
シ
テ

ス
キ
遍
光
有
也
金
物
ニ
テ
打
テ
見

ル
ー
風
ノ
吹
音
有

発力是湿
スヨ疾
色リヨ
白生リ
ヘル出
し腫タ
マ物ル
トハ腫
云和物
血ニハ

水メ寒
ヨホ湿
リメ也

「
南
蛮
流
秘
伝
書
‐

図
五

ヘ
レ
マ
ト
云
水
ョ
測

一
疾
ョ
リ
生
シ
タ
ル

イ
リ
ウ
ノ
如
ク
腫
上
リ

急
二
痛
事
ナ
シ
療
治
ハ

ヘ
ン
テ
、
卜
云
ハ

ー
風
気
ヨ
リ
生

テ
イ
ロ
ヒ
テ
ミ
ル

キ
通
り
光
有
金
二

風
ノ
吹
音
有

一
寒
燥
ノ

ト
云
テ
寒
ノ

ヲ
以
テ
身
カ

ヲ
以
テ
冷
巾

シ
テ
散
ナ
リ

発シー
時テ

蕊謎
テ治ルリテ

良自傷瀞
先ハ事
初色也
テ赤サ

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
（
慶
安

三
年
、
一
六
五
○
年
）

メ
レ
ン
コ
ニ
ヤ
ト
云
血
ョ
リ
発

寒
燥
ノ
腫
物
散
薬
フ
リ
ウ

テ
寒
ノ
事
ノ
性
ハ
熱
燥
也
燥

テ
身
力
カ
ヱ
ッ
ョ
リ
シ
テ
熱

テ
冷
血
ヲ
温
メ
ト
カ
シ
薄
ナ

ノ、

疏 總ハ'ノルリ
温少腫発
テ堅物
散シハ

事
也
物
ハ
手
ニ

ニ
シ
テ
ス

テ
見
ル
ー

物
ハ
ヱ

堅
シ
テ

テ
散
之

一
ヘ
レ
マ
ト
云
ハ
湿
疾
ノ
腫
物

ヲ
云
成
寒
卜
塀
卜
交
合
セ
テ
出
ル

物
也
験
ニ
シ
テ
色
白

血是ルリー
順モニ生
ル冷和ルヘ
事血二腫ン
不ヨシ物テ
成リテハト

温少リー
散自出
ス然タヒ
ヘトルリ

シ腫腫ウ
上物ト
ルハ云

也身ハ
療色寒
治ニヲ
ハシ云

成テ是
程痛ヨ

ハ急ヨー
押ニリ
テ腫生へ
散上ルイ
薬ル腫ビ
ヲ也物リ
付療ハト
へ治色云
シハ赤ハ
初而熱
発甚ヲ
時痛云
二強是

「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
（
万
治
元
年
、

一
六
五
八
年
）

ン
テ
ト
云
ハ
風
ヲ
云
是
ョ

腫
物
ハ
手
ニ
テ
イ
ロ
ヒ
見

ニ
シ
テ
ス
キ
通
り
光
有
也

血
ョ
リ
發
其
子
細
ハ
冷
テ

。
『
阿
藺

年
、
二

テノ也へ
色也。し
白。寒マ
クシトト

ヘ
ン
テ
ト
云
ハ
風
気
ヨ
リ
發
ル
腫

物
ヲ
云
也
。
是
モ
冷
血
ョ
リ
出
其

子
細
ハ
冷
テ
血
順
ズ
ル
事
ナ
ラ

ズ
。 ヒ

リ
ウ
ト
云
ハ
冷
ョ
リ
出
ダ
ル
腫

物
を
云
也
。
身
色
ニ
シ
テ
痛
少
ク
。

ジ
ネ
ン
ト
腫
上
ル
也
。
治
方
ハ
ナ

ル
ホ
ド
散
ス
ベ
シ
。

シ治甚ヨヘ
。方ダリイ
ハ痛生ビ
初ツズリ
発ヨルト
ハク腫云

ト
ー
云

ト
潟
シ
ル

陀
外

、
１
し
一
、

ノ
４
ノ
ユ
ノ

ハ
湿
疾
ノ
腫
物
ヲ
云

ト
マ
ゼ
合
セ
出
ル
モ

シ
ハ
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
シ

ハク腫云
押急物ハ
テニハ熱
散腫色ヲ
薬上赤云
ヲルク也
付也シ。
へ。テ是

科
指
南
」
（
元
禄
九

年
）

熱
ヲ
云
也
。

ハ
色
赤
ク
、
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こ
の
腫
物
の
分
類
は
上
記
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
も
の
と
の
類
似
性
が
見
ら
れ
る
が
、
著
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
不
可
能

で
あ
る
。
本
来
こ
こ
に
は
「
複
合
の
腫
物
」
で
あ
る
勺
匡
侶
昌
目
①
①
烏
言
①
厨
８
号
の
や
○
＆
①
冒
四
の
９
．
８
①
印
等
々
が
来
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
お
そ
ら
く
内
容
的
に
把
握
が
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
翻
訳
の
際
に
仏
教
な
ど
の
東
洋
医
学
の
要
素
が
混
ざ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
熱
寒
風
疾
」
は
、
六
世
紀
に
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
未
知
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
「
金
七
十
論
」
窃
昌
三
合
意
‐

厨
の
弄
巴
に
み
ら
れ
る
「
風
熱
疾
」
言
亘
（
）
⑳
畠
）
の
概
念
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

上
記
の
「
見
様
」
の
腫
物
は
原
因
で
あ
る
体
液
に
よ
り
定
義
さ
れ
、
本
来
の
名
称
を
示
す
も
の
は
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
引
き
続

（
“
）

く
個
別
論
の
腫
物
に
は
、
片
仮
名
標
記
の
名
称
及
び
そ
の
「
日
本
語
訳
」
や
説
明
が
付
い
て
い
る
（
図
七
）
。

個
々
の
腫
物
の
発
生
、
特
徴
、
治
療
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
南
蛮
流
外
科
の
描
写
と
比
べ
る
と
、
目
に
見
え
て
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。

「
ア
フ
セ
ス
ト
云
ハ
庁
瘡
ノ
事
也
大
形
面
手
足
二
発
其
形
大
豆
粒
ニ
シ
膿
ヲ
イ
タ
ダ
キ
出
ル
是
モ
初
発
二
痒
物
ナ
リ
後
痛
事
タ
ヱ
カ
タ

た
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
で
は
こ
れ
ら
の

が
さ
ら
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
（
図
六
）
。

ヒ
リ
ウ

ヘ
ン
ー
テ

ヘ
イ
ビ
川

各
樋
脈
物
の
佃
別
論

図

六

（
用
語
）

く
四
］
戸
扇
（
ラ
）
、
ぐ
の
具
の
（
ポ
）

可
漏
吊
（
ラ
）
、
可
ざ
（
ポ
）

貯
言
・
厨
（
ラ
）
、
府
耳
の
（
ポ
）

（
語
源
。
ラト

で
は
こ
れ
ら
の
説
明
が
本
文
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
（
図
五
）
。
こ
こ
で
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
引
き
継
い
だ
用
語

Ⅱ
二
／
一

癖
カ
ル

ア
ン
語
、
ポ
Ⅱ
ポ
ル

五
口
一

三
ロ
、

（
現
在
の
訳
語
）

寒風 罫i
Jlh､

指
［
入
］
也
膿
血
抜
ツ
ク
シ
テ
後
腫
物
ノ
穴
浅
ナ
リ
タ
ラ
ハ

イ
ン
ク
ヱ
ン
ト
テ
イ
ゲ
ス
テ
イ
ホ
ン
ヲ
ホ
ッ
リ
シ
モ
メ
ン

膏
薬
ノ
名

二
浸
シ
腫
物
ノ
ロ
ニ
付
其
上
ニ
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
テ
ヤ
ハ

（
帆
）
（
舵
）

ル
マ
ヲ
木
綿
一
一
伸
テ
打
也
」

所
々
に
説
明
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
は
、
未
知
の
概
念
が
多

か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
河
口
良
庵
に
遡
る
「
阿
蘭
陀
外
療
集
」
、

「
阿
藺
陀
外
科
害
」
な
ど
の
写
本
及
び
元
禄
九
年
に
刊
行
さ
れ
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後
世
の
文
書
で
は
腫
物
の
数
が
「
阿
蕾

概
念
へ
の
転
用
を
示
し
て
い
る
図
八
）
。

アカシアアハカアカア

ネンイルカナンフラツ／~、
ウコロニブリゲセンフ原
リロヤソシレスゲス票
ツウヨナイデあ

き1名
マ

ー‘~称
…

図
七

シ
『
ヲ
失
程
毒
血
也
針
タ
チ
ワ
リ
ミ
ル
ニ
底
二
堅
リ
タ
ル
膿
ア
ル
ヲ
取
出
シ
テ
其
跡
ニ
イ
ン
ク
エ
ン
ト
ア
ボ
ス
ト
ロ
ウ
ル
ン
ヲ
ホ
ッ
リ

木
綿
二
浸
押
込
其
上
ニ
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
ム
ス
ラ
キ
ニ
ブ
ス
ヲ
付
ル
ナ
リ
サ
リ
ナ
ガ
ラ
面
二
発
庁
二
針
ヲ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
心
経
肝
経
二
発
庁

杯
一
一
針
ス
レ
ハ
血
走
テ
不
止
故
二
死
也
和
成
療
治
ノ
仕
様
ハ
先
白
キ
物
ヲ
イ
タ
タ
キ
出
ル
其
白
キ
物
ヲ
ソ
ッ
ト
切
テ
ス
テ
イ
ン
ク
エ
ン

（
術
）

ト
ハ
シ
リ
コ
ン
ヲ
ホ
ッ
リ
ニ
付
テ
下
地
二
付
テ
其
上
ニ
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
ム
ス
ラ
キ
ニ
ブ
ス
ヲ
付
ル
ナ
リ
」

（
原
文
の
解
釈
）

職疸庁
瘡

麻
木

標
疽

水
腫
物

キ
ン
玉
二
出
来
ル
腫
物

心
経
腫

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
よ
り
も
い
く
ら
か
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
所
々
の
漢
字
訳
は
東
洋
医
学
の

（
語
源
。
ラ
Ⅱ
ラ
テ
ン
語
、
ポ
Ⅱ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）

少
で
○
鷺
囚
ご
“
（
ラ
）
、
壁
己
○
牌
①
冒
四
（
ポ
）

○
巴
］
９
９
‐
ロ
四
（
ラ
）
、
の
閏
巴
〕
唱
吊
局
．
、
冑
，
巴
侭
巨
里
（
）
（
ポ
）

壁
〕
月
朋
扁
（
ラ
）
、
号
８
朋
○
（
ポ
）

⑦
四
国
”
『
“
①
国
四
（
ラ
）
、
ｍ
四
国
”
門
①
ご
画
（
ポ
）

毛
四
二
閏
ヨ
○
（
ラ
）
、
で
煙
ご
閨
房
ざ
（
ポ
）

西
理
Ｑ
Ｈ
Ｏ
で
め
（
ラ
）
（
萱
）

函
①
自
国
（
ラ
）
、
冠
目
国
（
ポ
）

の
９
国
ご
易
（
ラ
）
、
舟
Ｑ
弓
○
（
ポ
）

○
望
言
国
（
ラ
）
、
８
］
月
日
（
ポ
）

シ
ご
国
胃
蜀
の
員
国
（
ラ
）
、
四
口
①
巨
国
の
。
国
（
ポ
）
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’ア
ネ
ウ
リ
ッ
マ
（
心
経
腫
）

カ
ン
コ
ロ
ウ
（
小
瘡
癖
癬
の
類
）

ヤ
シ
イ
ロ

ア
ル
ニ
ヤ
（
キ
ン
玉
二
出
来
ル
腫
物
）

ア
カ
ブ
ソ
（
水
腫
物
）

カ
ン
ゲ
レ
ナ

ア
フ
セ
ス
（
庁
瘡
）

カ
ラ
ン
ゲ
イ
シ
ョ
（
疽
）

ア
ッ
フ
ス
デ
イ
ミ
（
縦
）

コ
レ
ラ

ハ
ナ
リ
シ
ョ
（
標
疽
）

図
八

「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
一

ゼ
イ
ル
メ
ン
ス
（
下
宿
瘡
）

ケ
ン
ト
ロ
ホ
ッ
ク
（
庖
瘡
）

カ
ン
コ
ロ
ウ

ヤ
シ
イ
ロ

ア
ル
ニ
ヤ

ア
カ
ブ
ソ

ア
ネ
ウ
リ
ヅ
マ

ア
プ
セ
ス

カ
ラ
ン
ゲ
イ
シ
ヨ

ア
ッ
フ
ス
デ
イ
ミ

ガ
ン
ゲ
レ
十

ハ
ル
サ
ス
リ
ゼ
イ
ル
（
喉
之
痛
）

コ
レ
ラ

ハ
ナ
リ
シ
ヨ

へ
ス
ト
ロ
（
急
所
ノ
腫
物
）

「
阿
蘭
陀
外
科
害
」
（
万
治
元
年
）

カ
ル
フ
ン
コ

カ
ン
ダ
ラ
ス

カ
ン
コ
ロ
ウ

ヤ
シ
イ
ロ

ア
ル
ニ
ヤ

ア
カ
ブ
ソ

ア
ネ
ウ
リ
ツ
マ

ア
フ
セ
ズ

セ
イ
‐
ル
メ
ス

カ
ン
ゲ
レ
十

カ
ラ
ン
ゲ
イ
シ
ヨ

ア
ッ
フ
ス
デ
イ
ミ

『
阿
藺
陀
外
科
指
南
」

コ
レ
ラ

プ7

ナ
リ
シ
ヨ

勺
二
ブ
ス
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腫
物
の
経
過
を
ョ
－
ロ
ッ
パ
古
典
で
は
「
発
生
」
、
「
成
熟
」
、
「
最
盛
」
、
「
収
縮
」
の
段
階
に
分
け
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
は
カ
ス
パ
ル
流

医
書
の
記
述
に
も
見
ら
れ
る
。
発
生
期
の
腫
物
は
「
押
薬
」
完
ｇ
の
辰
号
幽
）
で
押
さ
え
よ
う
と
し
た
。
「
散
薬
」
角
の
い
○
旨
号
巴
は
病
因
と
な

る
物
質
を
揮
発
性
の
蒸
気
に
変
え
る
と
さ
れ
た
。
腫
物
の
発
生
を
止
め
ら
れ
な
い
場
合
は
逆
に
「
膿
薬
」
（
冒
胃
昌
呂
ぐ
巴
に
よ
り
化
膿
を
早

め
よ
う
と
し
た
。
化
膿
し
た
も
の
は
「
ラ
ン
セ
イ
タ
」
（
訂
胃
①
日
）
で
切
開
し
、
「
メ
イ
チ
ャ
」
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ｇ
①
、
富
）
と
呼
ば
れ
た
糸
を
挿

入
し
、
膿
な
ど
を
出
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
薬
油
と
軟
膏
を
す
り
込
み
、
「
肉
の
成
長
」
を
促
進
す
る
膏
薬
を
付
け
る
。
「
阿
蘭
陀
ハ
腫
物

（
師
）

ニ
シ
テ
薬
ヲ
モ
不
付
子
細
ア
リ
」
と
い
う
ふ
う
に
説
明
の
背
景
を
示
す
箇
所
も
あ
る
。
軟
膏
と
し
て
は
己
侭
室
①
。
目
ヨ
シ
ｇ
の
目
一
○
目
ョ
ゞ
ご
ロ
‐

唱
自
目
冒
団
閉
薑
ｐ
一
目
〕
ご
邑
唱
２
日
目
シ
①
賜
冒
国
の
日
ゴ
．
ご
口
唱
ｇ
日
日
○
胄
口
９
日
，
昌
巨
目
〉
己
邑
唱
①
国
冒
目
シ
員
２
日
の
名
が
挙
が
っ
て
い

る
。
膏
薬
と
し
て
は
国
ョ
亘
四
の
可
昌
巨
口
瓜
①
国
⑱
弓
匡
日
）
国
目
亘
閉
司
昌
ロ
ロ
国
の
耳
一
○
国
》
両
目
巨
四
の
ｇ
一
目
冨
匡
＆
侭
冒
弓
５
両
目
三
四
の
ご
昌
己

目
ｇ
巴
日
用
ゞ
向
目
巨
閉
耳
昌
ご
旨
①
三
○
ｓ
》
両
目
亘
閉
ヰ
ロ
ョ
○
×
胃
３
８
巨
冒
を
用
い
て
い
る
。

当
時
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
外
科
害
と
同
様
に
、
腫
物
の
部
の
次
に
は
傷
の
部
が
続
く
。
そ
の
冒
頭
に
は
「
致
死
傷
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

り
、
「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
で
は
「
ハ
ル
ス
ヲ
ン
ド
」
と
い
う
明
ら
か
に
ラ
テ
ン
語
系
で
な
い
題
名
が
目
に
付
く
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
冨
耳

（
心
臓
）
の
片
仮
名
表
記
と
し
て
「
ハ
ル
ス
」
は
考
え
に
く
い
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
の
国
曾
国
尋
匡
邑
号
（
心
臓
の
傷
）
だ
と
思
わ

れ
る
。
中
村
宗
興
は
こ
の
金
瘡
の
部
を
ど
こ
か
か
ら
入
手
し
「
金
瘡
治
要
」
と
い
う
題
名
で
貞
亨
元
年
二
六
八
四
年
）
刊
行
の
『
紅
毛
秘

伝
外
科
療
治
集
』
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
口
伝
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
療
治
可
能
な
傷
の
章
及
び
突
傷
、
弓
傷
、
鉄
砲
傷
の
記
述

が
、
要
約
さ
れ
た
形
で
寛
文
一
○
年
二
六
七
○
年
）
刊
行
の
『
阿
藺
陀
外
科
良
方
」
の
第
四
巻
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
金
瘡
部
の
内
容
上
の
主
な
テ
ー
マ
は
次
頁
の
通
り
で
あ
る
（
図
九
）
。

長
さ
、
テ
ー
マ
の
順
番
の
上
で
の
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
文
章
の
内
容
を
比
べ
る
と
、
こ
れ
ら
の
「
金
瘡
部
」
は
間
違
い
な
く
同
じ
文

献
（
猪
股
伝
兵
衛
の
報
告
）
に
由
来
す
る
も
の
と
断
言
で
き
る
。
治
療
可
能
な
傷
の
場
合
は
、
そ
の
傷
を
木
綿
と
暖
か
い
焼
酎
で
き
れ
い
に
し

口
国
で
巴
目
四
①
」

「
金
術
の
部
」
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て
か
ら
、
麻
の
糸
に
蝋
を
つ
け
て
、
ま
ず
傷
の
真
中
を
一
針
据
え
、
脇
は
傷
の
長
短
に
よ
り
間
を
五
分
程
宛
て
縫
う
。
糸
は
、
傷
の
脇
に
結

ん
で
お
く
。
卵
の
白
身
と
椰
子
の
油
を
等
分
に
粘
り
が
な
い
よ
う
に
混
ぜ
合
わ
せ
、
「
ホ
ッ
リ
木
綿
」
を
傷
の
長
さ
に
栫
え
卵
の
白
身
に
浸
し
、

’ ’
女
ノ
頭
ノ
疵

血
ヲ
止
ル
事

打
疵
、
砕
ダ
ル
疵

ナ
ト
シ
タ
ル
疵

切
疵
初
テ
療
治
ノ
仕
ヤ
ウ

ネ
ル
ポ
ノ
疵
（
髄
筋
疵
）

骨
杯
切
離
ダ
ル
時

頚
ノ
疵

ハ
ル
ス
ヲ
ン
ド

図
九

「
阿
剛
陀
外
科
医
方
秘
伝
」

金
瘡

ロ

|可

ヨ

リ

落

胸
疵
、
肺
疵
、
冑
ノ
胴
疵
等
な

ど 頭髄
ノ筋
疵ノ
疵

突
疵
砕
ダ
ル
疵
、
鉄
砲
疵

腹
ヲ
切
腸
出
ダ
ル
時

筋
切
ダ
ル
筋
切
ダ
ル
時

疵
縫
様

療
治
不
成
疵

療
治
可
成
疵
療
治
ノ
事

Ⅲ
留
薬

「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
巻
一

金
瘡
部

夫
人
頭
ノ
疵

胸
疵
、
肺
疵
、
胃
ノ
賄
疵
等
な

ど 頭
ノ
疵
之
事

髄
筋
疵
之
事

疵
ノ
縫
ヤ
ウ

突
疵
砕
ダ
ル
疵
、
鉄
砲
疵
、
高
ョ
リ

落
ナ
ト
シ
タ
ル
疵

腹
ヲ
切
膓
出
ダ
ル
時

必
定
死
疵
之
事

不
死
疵
療
治
ノ
事

「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」
巻
二

皿
止
ル
事

金
瘡
治
要

突
疵
砕
ダ
ル
疵
、
鉄
砲
疵
、
高
ヨ
リ

落
ナ
ト
シ
タ
ル
疵

胸
疵
、
肺
疵
、
胃
ノ
脈
疵
等
な

磨
一 頭
ノ
疵

髄
筋
ノ
疵

血
ヲ
止
ル
事

腹
ヲ
切
膓
出
ダ
ル
時

疵
ノ
ヌ
イ
ヤ
ウ

必
定
死
疵
之
事

『
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」
巻
三

（
不
死
疵
療
治
ノ
事
）

金
瘡
部

345 (63）



傷
に
付
け
る
。
冬
は
一
日
に
一
度
、
夏
は
二
度
、
宛
薬
を
付
け
替
え
る
。
五
日
な
い
し
七
日
後
に
、
糸
を
切
っ
て
抜
き
、
付
薬
に
は
卵
の
黄

身
を
「
ヲ
、
リ
ョ
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ
、
ヲ
、
ヲ
リ
ョ
イ
ッ
ヘ
リ
コ
ン
」
と
一
緒
に
木
綿
に
浸
し
て
付
け
る
。
肉
が
八
九
分
目
に
上
が
っ
た
時

（
師
）

は
、
「
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
テ
ャ
ハ
ル
マ
」
を
木
綿
に
伸
し
て
そ
の
膏
薬
を
巻
き
付
け
る
。

「
止
血
」
の
章
で
は
ガ
レ
ノ
ス
説
を
反
映
す
る
形
で
動
脈
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ラ
テ
ン
語
画
風
①
『
国
）
と
静
脈
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ぐ
①
園
）
に
つ
い

「
止
血
」
の
章
で
は

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
血
石
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
発
音
で
ブ
ル
ウ
ト
ス
テ
ン
（
三
月
号
蔚
ｇ
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

神
経
の
損
傷
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
細
な
記
述
の
冒
頭
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
由
来
の
ネ
ル
ボ
言
の
『
ぐ
。
）
の
定
義
が
目
に
つ
く
。

（
、
）

「
ネ
ル
ボ
ノ
疵
四
色
有
ネ
ル
ボ
ト
云
ハ
髄
筋
ノ
事
ナ
リ
髄
筋
卜
云
ハ
筋
二
血
モ
ナ
ク
堅
筋
也
」

神
経
の
所
在
に
つ
い
て
の
説
明
を
反
映
す
る
「
髄
筋
」
と
い
う
の
は
訳
者
が
新
し
く
造
語
し
た
日
本
語
で
あ
り
、
正
確
な
理
解
に
至
っ
て

い
た
と
は
思
え
な
い
。
訳
語
の
「
髄
筋
」
は
後
世
の
多
く
の
文
書
に
伝
わ
り
、
中
村
宗
興
の
「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
』
及
び
「
阿
蘭
陀
外

「
ア
ル
デ
リ
ヤ
ト
云
ハ
心
経
ョ
リ
出
ル
血
ナ
リ
此
血
色
少
薄
シ
テ
上
々
ノ
紅
ノ
如
シ
出
ル
ー
走
リ
ト
ブ
ス
ヘ
ャ
ト
云
ハ
肝
経
ョ
リ
出
ル

（
銘
）

此
血
ハ
色
コ
ク
シ
テ
出
ル
ニ
シ
ヅ
カ
ニ
流
ネ
バ
キ
血
ナ
リ
」

「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
傷
の
四
つ
の
処
方
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
一
色
ハ
疵
ヲ
焼
酒
ニ
テ
洗
ヌ
ウ
テ
止
ル
ニ
ッ
ニ
ワ
打
破
り
肉
タ
タ
レ
タ
ル
ヲ
バ
切
テ
捨
ウ
サ
ギ
ノ
毛
ヲ
細
二
刻
ミ
乳
香
ア
ゼ
ベ
レ
ノ

木
皮
粉
ニ
シ
テ
合
疵
ノ
ロ
’
一
ホ
ッ
リ
ニ
付
テ
ッ
ク
ル
血
止
テ
後
ハ
玉
子
ノ
白
ヲ
木
綿
二
浸
付
テ
其
上
二
酢
二
水
ヲ
合
木
綿
二
浸
蓋
包
縫

置
ナ
リ
右
二
云
ア
ネ
ウ
リ
ッ
マ
ノ
血
ヲ
止
ル
薬
モ
良
三
ツ
ニ
ハ
血
筋
ヲ
縫
事
右
二
云
心
経
ノ
ア
ネ
ウ
リ
ッ
マ
ノ
血
ヲ
止
ル
如
シ
四
ツ
ニ

ハ
血
ノ
出
ル
ロ
ヲ
焼
止
ル
事
是
ハ
腫
ダ
ル
所
ョ
リ
血
出
ル
ヲ
焼
テ
止
リ
血
モ
止
物
ナ
リ
焼
ダ
ル
跡
ニ
ハ
丹
蓉
ヲ
焼
テ
粉
ニ
シ
テ
捻
り
掛

ル
ホ
ッ
リ
ヲ
蓋
一
一
メ
愈
々
置
ナ
リ
血
ヲ
止
テ
三
日
置
テ
其
後
疵
ノ
養
生
ス
ル
ナ
リ
但
是
ハ
古
流
ナ
リ
當
流
ニ
ハ
右
ノ
如
二
焼
酒
ヲ
温
テ

（
柵
）

血
ノ
止
ル
マ
テ
洗
」
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（
、
）

科
指
南
』
に
よ
り
一
般
に
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
ネ
ル
ボ
の
傷
害
は
四
種
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

「
一
ツ
ハ
ネ
ル
ボ
突
疵
ニ
ッ
ニ
ハ
ネ
ル
ボ
横
二
半
分
切
ダ
ル
疵
三
ツ
ニ
ハ
ネ
ル
ボ
皆
切
ダ
ル
疵
四
ツ
ニ
ハ
ネ
ル
ボ
立
二
割
ダ
ル
疵
」

頭
の
切
疵
、
突
疵
、
打
疵
に
つ
い
て
の
記
述
は
極
め
て
詳
細
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
は
女
性
の
頭
傷
を
も
っ

て
金
瘡
の
部
を
終
わ
ら
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
阿
藺
陀
外
科
害
」
及
び
「
阿
閏
陀
外
科
指
南
」
に
は
胸
疵
、
肺
疵
な
ど
な
ど
そ
の
他
の
記
述

が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
書
で
は
こ
こ
に
引
き
続
く
射
創
、
骨
折
、
脱
臼
、
ペ
ス
ト
が
、
三
書
す
べ
て
に
欠
け
て
い
る
。

（
冠
）

ま
た
、
疵
の
関
係
で
は
「
脳
ヲ
包
（
ム
）
薄
ョ
ウ
」
（
脳
膜
）
、
「
胸
卜
腹
ト
ノ
ヘ
ダ
テ
皮
」
横
隔
膜
、
「
髄
筋
」
、
幾
つ
か
の
、
東
洋
医
学
に
見
ら

（
沼
）

れ
な
い
断
片
的
な
記
述
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
体
系
的
な
解
剖
学
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
及
び
「
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」
は
「
阿
藺
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
よ
り
も
整
理
さ
れ
、
い
く
ら
か
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
『
阿
閏
陀
外
科
指
南
』
の
内
容
は
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
と
の
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
文
献
学
的
に
は
二
通

り
の
説
明
が
考
え
ら
れ
る
。
猪
股
の
報
告
書
が
元
々
「
阿
蘭
陀
外
科
害
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
式
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
阿
藺
陀
外
科
医

方
秘
伝
」
で
は
一
部
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
が
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
で
あ
り
、
後
の
写
本
で

方
秘
伝
」
で
は
一
部
が
欠
落
し
て
い
る
》

補
足
、
整
理
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
背
後
に
あ
っ
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
書
物
に
つ
い
て
の
問
題
も
浮
上
し
て
く
る
。
別
の
箇
所
で
す
で
に
紹
介
し
て
い

（
別
）

る
よ
う
に
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
一
六
五
○
年
の
六
月
に
出
島
商
館
か
ら
医
書
を
江
戸
へ
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
中
に
は
パ
レ
の
著
作
も

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
上
記
の
腫
物
及
び
外
傷
の
記
述
に
は
パ
レ
と
の
多
く
の
類
似
点
が
見
ら
れ
る
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
相
違
も
あ
る
の

で
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
複
数
の
医
書
を
用
い
た
と
い
う
可
能
性
は
高
い
。
（
あ
と
次
号
）

文
献
お
よ
び
英
文
抄
録
は
次
号
の
（
下
）
の
末
尾
に
一
括
し
て
掲
載
す
る
。

（
あ
と
次
号
）

に
一
括
し
て
掲
載
す
る
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）

(65）347


